
当社取締役会が備えるべきスキルの考え方 

当社は、当社グループの経営理念である「4S モデル」を追求するとともに、JT Group Purpose を実現し、時代

や人により多様で変化していく「心の豊かさ」の領域を今後も社会から任され、貢献できる存在であり続けるた

め、絶えず進化に挑戦していきます。そのうえで、当社の取締役会は、「4S モデル」や JT Group Purpose に共感

し、企業人としての高潔な倫理観・知識・経験・能力を兼ね備えた多様な人財により構成することが重要である

と考えています。 

このような考えに基づき構成された取締役会がその役割・責務を適切に発揮する観点から、当社は、各取締役に

以下の分野における知識・経験を活かした能力（=スキル）の発揮を特に期待しており、取締役会全体として必

要なスキルが備わっているものと考えています。 

当社が特にスキルの発揮を期待している分野 

 当社の経営理念である「４S モデル」をベースとした、持続的な利益成⻑及び企業価値の向上に資する経

営戦略・経営管理・事業戦略等の「企業経営」

 中⻑期的な事業成⻑の観点から、グローバルに事業を展開する JT グループにとって必須となる「グロー

バルマネジメント」

 当社の企業価値向上及び事業継続のための経営活動・事業活動に係る意思決定のベースとなる「財務、会

計、資本政策、金融」及び「法務、コンプライアンス、リスクマネジメント」

 JT グループの競争力を強化し、事業継続において不可欠な経営基盤の一つとなる「IT/情報セキュリテ

ィ」

 ステークホルダーの利益を最⼤化し、持続的な利益成⻑と⻑期的な企業価値向上を図るうえで、当社の

企業活動の根幹にある「コーポレート・ガバナンス」

 「４S モデル」に基づき、JT Group Purpose の具現化を通じて持続可能な自然や社会づくりに貢献する

ため、当社が経営の中核に位置付け、マテリアリティ分析を踏まえて戦略を策定する「サステナビリティ

/環境、社会」

 性別、性的指向や年齢、国籍に留まらず、経験や専門性など、異なる背景や価値観を尊重し、人財の多様

性に着⽬した成⻑⽀援を含む⼈財への投資や、多様な個性がその能力を最大限発揮できる組織風土の醸

成を推進する「DE＆I（ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン）/ 組織、人財マネジメント」

 変わり続ける社会や人の価値観に合わせて「心の豊かさ」を継続的に提供するために、事業の更なる発

展・成⻑に向けた戦略策定・施策実⾏を企図する「事業開発/M＆A」

また、監査役においても、取締役の職務執行を監査する監査役の役割・責務に照らして、「財務、会計、資本政策、

金融」、「法務、コンプライアンス、リスクマネジメント」、「コーポレート・ガバナンス」におけるスキルの発揮

を特に期待しており、監査役会全体として必要なスキルが備わっているものと考えています。 


